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戦
前
の
教
育
に
は
、

け
本
神
話
が
小
学
校
で
も
語
ら

れ
た
。

す
さ
の
加
の
み
己
と
や
ま
h
f．
の
お
h
b

由来安
鴫
尊
の
八
岐
大
蛇
退
治
の
神
話
も
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
ろ
う
。

い
ず
も

あ

ま

〈
だ

業
交
的
尊
が
出
川
公
園
（
出
掛
県
〉
に
天
下
っ
た
と
き

稲
田
姫
と
い
う
販
を
食
い
に
来
た
分
が

一
つ
で
、
頭
と

届
が
そ
れ
ぞ
れ
八
つ
あ
る
大
蛇
を
退
治
す
る
物
語
だ
。

ひ
の
か
わ

乙
の
神
話
は
、
肥
河
（
現
在
の
即
位
伊
川
〉
に
住
む
大

蛇
を
退
治
す
る
と
い
う
の
は
、
川
の
供
水
を
治
め
る
と

〈
さ
な
F
の
司
る
ue

解
さ
れ
、
大
蛇
の
尾
か
ら
出
た
万
の
草
難
剣
を
得
た
ζ

と
は
、
剣
の
製
似
を
意
味
す
る
と
も
雷
わ
れ
る。

そ
の
意
味
か
ら
、
と
の
大
蛇
は
農
民
に
よ
る
水
の
神

織、

鍛
治
に
よ
る
的
治
の
守
護
人
と
し
て
祭
ら
れ
た
と

も
い
う
。

ζ

の
絵
馬
は、

縦
訓
明
日
ハ
ン
、
積
回

・
5
myの邸仰
の
板
に

大
蛇
を
浮
彫
り
彫
刻
し
、
別
木
の
厚
さ
3

H
y
の
坂
に
素

英
鴫
尊
を
立
体
彫
刻
、

彩
色
を
ほ
ど
こ
し
貼
付
け
を
し

た
古
い
形
式
の
絵
馬
で
あ
る
。

物
語
絵
馬
に
属
す
る
ζ

の
絵
馬
は
、
農
民
の
水
神
、

あ
る
い
は
鍛
治
族
の
願
い
を
乙
め
て
奉
納
さ
れ
た
も
の

か
、
絵
馬
の
表
に
は
、

窓
納
寛
政
十
弐
年
三
月
（
1
7
9
8年）

魚
津
町
牧
久
兵
衛
敬
白

と
窃
か
れ
て
い
る
。

不
動
堂
・
不
動
堂
神
社X1 

内

J
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n
u
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第
六
回

朝
日
町
議
会
臨
時
会

字
の
区
域
の
新
設

工
事
請
負
契
約
な
ど
四
件
可
決

ー
あ
ら
ま
し

…滋 29 1 F,) 

仰
昭
和
制
年
宙
開
6
図
朝
日
町
臨
時
陵
会
は
叩
月
却
日
、
会
期

一
日
と
し
開
会
さ

m

m

れ
、
大
字、

字
の
区
織
の
新
震
の
件
及
び
工
事
情
間
負
契
約
の
件
な
ど
厳
寒
4
件
M

M

M

h

 

酬
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

加

ひ－

審

日

号室

議

さ

叩
月
泊
日

開
会
（
会
則
の
決
定
）

（
町
長
提
案
理
由
の
説
明
〉

質
疑
、

討
論
、
原
決

報 一一一…あ

可
決
さ
れ
た
も
の

ー・広

媛
大
字
、
字
の

区
域
の
新
設
の
件

昭和32事 8JI 8自’g 3 ..使鋤B可

（対
象
区
域
、
南
保
外
二
地
氏
用
玖

土
地
改
良
区
内
）

mm
工
事
請
負
契
約
め
件

（朝
日
町
立
朝
日
中
学
校
新
築
事
業
建

築
主
体
工
事
請
負
契
約
締
結
〉

（朝
日
中
学
校
統
英
明
、・、，屯
気
設
備
工

事
請
負
契
約
締
結
｝

（
朝
川
中
学
校
新
築
事
業
衛
生
眼
房
設

備
工
事
請
負
契
約
締
結
）

叙
勲
の
栄
誉
一
ロ

脳
和
U
J
年
秋
の
叙
煎
で
、
諮
問
木
政
次
氏

が
職
能
功
労
者
と
し
て
勲
七
等
青
色
桐
葉

穏
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
・

勲
七
位
寄
車
問
色
桐
察
軍

職
能
功
労

青
木
政
次

氏

（刊
歳
〉

朝
日
町
泊
目

〈
幼
絹

V
大
正
7
年
以
来
か
わ
ら
ぶ
き
駿

人
と
し
て
家
業
に
精
進
さ
れ
、
町
内
の
お

守
や
神
位
の
屋
根
を
ほ
と
ん
ど
手
が
け
ら

れ
、
そ
の
問
、
組
合
の
設
立
や
後
継
者
の

育
波
指
却
な
三
栄
界
の
拒
%
、
発
叫ん
二
努

山ぶさ
れ
た
功
績
が
認
内
わ
ら
れ
た
も
の
。

純さん〉

第
汚
回
全
国
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

－

－

m月
幻
日

t
m日

（水島国体で金メダJ~2個

皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え
し
て

叩
月
幻
、
お
日
の
両
白
、
宮
崎

県
で
聞
か
れ
た
節
目
日
全
国
身

体
障
答
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、

富
山
県
選
手
団
の

二
国
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
朝
日
町
境
、
水
島

制
さ
ん
〈川
む
が
、
砲
丸
投
げ
競

技
で

m
M
お
の
大
会
新
記
録
を

マ
ー
ク
し
た
ほ
か
、
立
ち
山
跳

宮
崎
県

1
1
！

び
の
郡
白
で
も

1
日
目
の
好
記

録
で
余
バ
ゲ

ル

の
栄
f

伎
役
得
さ

れ
ま
し
た。

過
去
に
お
い
て
も、

合
メ
〆
ル
を
舵
得

さ
れ
た
方
・
も
お
い
で
で
す
が
、
一

選
手
が

二
つ
の
金
メ
〆
ル
を制
限
得
さ
れ
た
と
い
う

ζ
と
は
、

水
防
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
町
に

と
り
ま
し
で
も
こ
の
上
な
い
名
誉
で
あ
り

ま
す
。同

大
会
に
は
、
県
内
の
泌
手
が
、
陸
上

水
泳
続
技
の
は
種
目
に
出
場
、
金
メ
ダ
ル

5
個
、銀
メ
〆
W
3個
、
銅
メ
ダ
山
川

7
個
の

好
成
績
で
大
活
屈
の
富
山
県
勢
で
し
た
。

泊
引
リ
ー
↓
目
M

げ
川
1由
日
～

，zry
rvL何回
e

’
i
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氷

山
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さ
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更
生
法
施
行
犯
周
年

記
念
式
典
に

感

謝

状

受

与

u 
i>JJ 
日
町
柳
田

官
四

m雄
氏

一・J
U叶
ハ（
M
H

ベム一一
館
二
一J
J

て
、
丑
－ゴ
．
m一

怨
さ
れ
た
犯
罪
者
不
人
安
い
一伝
続
行
に
民

年
記
念
式
典
の
席
上
、

保
護
司
、
菅
間
房

雄
氏
が
、
富
山
保
護
観
察
所
長
よ
り
永
年

勤
続
の
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
凶
年
2
M門
保
護
司
と
し
て

法
務
人
民
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
初
年

問
、
大
家
什
天
香
寺
の
任
時
の
か
た
わ
ら

、
青
少
年
旅
行
者
の
た
め
の
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
ナ十
八
香
寺
と
し
て
施
設
を
開
放
す
る
な

ど
、
社
会
移
住
の
精
神
を
も
た
れ
、
過
去

に、

罪
を
犯
し
た
者
の
更
生
一
を
助
け
る
と

と
も
に
、
犯
加
の
予
山
の
た
め
、
世
論
の

路
発
に
務
ゐ
、
側
人
お
よ
び
、
公
共
の
福

．こ
て
き
く

人
一…配
さ
れ
之
刀
債
を
た
た
－
一へ

ら
れ
た
も
e

一で
す
《

ハノ
ι
n
U
F
O

(2) 

吉
祥
院
米
つ
り

行
わ
れ
る

去
る
同
月
引
日
に
山
崎
吉
作
院
の
御
開

扉
に
米
吊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ζ

れ
は
、
今
よ
り
捌
年
前
の
元
和
年
間

に
山
崎
村
の
吉
鮮
院
を
中
興
し
た
秀
恵
上

人
が
、
農
業
用
水
等
を
開
発
さ
れ
た
の
に

感
謝
し
て
、

7
年
毎
の
開
扉
に
、
御
酒
、

御
米
、
野
菜
等
を
米
吊
り
と
し
て
献
上
し

た
の
が
お
こ
り
で
、
米
吊
り
と
名
の
と
お

り、

十
文
字
に
組
ん
だ
丸
太
に
、
米
・

酒

件
、
長
持
を
川
っ
て
、
伐
み
組
合
か
ら
吉

祥
院
ま
で
の

5
ru引
を
3
時
間
位
か
け
て

練
り
歩
き
怠
納
さ
れ
ま
し
た
。

一

｜

人

辺

在

一

－
＝

A

U

T

Q
J

内
，

J

Y
八

日見

山

山

1
J

n
u
d

内
叫

υ

勺
べ
u

r
l、
日

M

－

一

λ

3
2
F
J
5

「
仁

一

一
の

9
川

9

k
引

一

一
町

1
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一
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男
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秋の全国火災予防運動 11月26日～12月2日

統
一
保
語

「
こ
れ
く
ら
い
と
思
う

油
断
を
火
が
刑
う
／
・

実
筋
期
間

日
月
お
白
〈
H
n
）
か
ら

ロ
月
2
日
（
臼
）
ま
で

本
年
の
実
施
要
項
に
つ
い
て

付
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
者
等
の

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

乙
こ
数
作
の
傾
向
と
し
て
、
建
物
火
災

に
つ
い
て
は
、

一
般
専
用
住
宅
お
よ
び
共

同
住
宅
の
火
災
の
割
合
が
極
め
て
高
く
、

し
か
も
、
火
災
に
よ
る
死
者
に
つ
い
て

は
、
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
名
等
の

身
体
的
弱
者
の
占
め
る
割
合
が
依
然
と
し

て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
阿
掛
か

ら、

ζ
れ
ら
身
体
的
弱
者
の
火
災
か
ら
の

保
護
の
徹
底
を
凶
ゥ
て
い
く
も
の
で
寸
。

ω防
火
管
理
体
制
の
確
立

防
火
管
側
団
体
制
に
つ
い
て
コ
、
従
来
か

ら
強
力
に
指
呼
縫
進
さ
れ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
実
態
を
見
る

1i ＇•~ 

と
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

特
に
脱
出
じ山戸
市W
に
お
い
て
、
防
火
管

理
の
不
備
か
ら
火
災
が
発
生
し
て
い
る
例

が
数
多
く
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

そ
乙
で
、
防
火
れ
理
者
の
選
任
怒
川、消

防
計
画
の
作
成
率
の
荷
揚
と
併
せ
て
防
火

管
理
体
制
の
質
的
充
実
を
阿
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

同
地
域
ぐ
る
み
の
自
主
防
火
防
災
体
制

づ
く
り
の
推
進

火
災
の
な
い
安
令
は
ま
ち
づ
く
り
に
は

作
民
一
人
ひ
と
り
の
由
党
と
柑
丘
の
協
力

が
必
泌
で
あ
弓
、
特
に
日
近
γ
ハ
縄
棋
な
地

叩
同
等
に
よ
リ
ズ
ざ
な
砂
町
内
が
続
出
す
？
の
危

険
性
が
出
川
掛
さ
ハ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
U

M
刷
か
の

ne－－L
防
火
防
た
川
一
泌
を
通

L
一－円

則
的
火
島
征
中
心
と
し
た
係
照
明訓
練
匂
ぞ
実

加
す
る
等
地
M
，
、
る
み
の
什
hUA
火
阿川
ιη

体
制
、
く
り
の
他
店
合
同
っ
て
い
く
む
の

で
す
。こ

の

3
点
な
頃
川
一
川
聞
と
し
て
山

η
あ

叩
け
ま
す
。

亡
の
山
一
竹
丸
山一允
分
間
川
市
・
・
れ
て
、
火
ぺ

発
刊
わ
け
と
人
命
引
内
引
け
却
の
也
M
同
小・閉口

し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
噛
お
明
川
山

、
よ
o
m
K制
で
J
f
γ
L

r

－v．

w
J
f
a
ω
で
、
火

0

．レ一宮
れ
ち
が
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
、

rU次
い0．
，
仲
間
叫

7
向
、
伐
3
附
の

2
M

．ー、

f

，

ぃk
l

g

J

｛

』

i
4

1

’
ト
．
i

’i

y

t
ゆ

3
何

M

G
砂

防

附

I

f－

－

1

1

i
 

』

J
ah

，r
ea
也・

定
た
、
問
問
中
に
前
向
般
的
と
間
同
が

刊行
ぎ
ん
ソ
山
総
ぬ
お
主
び
不
出
の
山
火
科目

祭
ぞ
り
い
ま
す

ω
で
ご

mHMく
だ
さ
い
。

朝
日
町
消
防
団
員
表
彰

去
る
日
月
4
目
、
朝
日
町
消
防
団
秋
李

副
習
が
聞
か
れ
、
業
務
訓
蹴
の
あ
と
、
長

年
消
防
実
務
に
功
絹
の
あ
っ
た
優
良
消
防

団
員
と
渦
防
協
力
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

＊
富
山
県
知
事
表
彰

第

一
分
別

第
二
%
リ
凶

第・三
ハマ
山川

筑
間
外
，川

E
r
z
 

口
町
’
卜
b
レ

時
打
問

状

山
附
久
夫

同

小

隆

平
川
利
火

u
u
rい

日

：’
J

4

t

 

i
J
h
h
L
 

－r、？－
y
－J

HFrm4 

絵
本
山
続

－－ー、a
・
・ro

〆

－

i

l羽
n 

守，．
L
子
’
H
H

A
U
f
J
f
r
 
., 

相引
い
ヘ
ナ
州

fJE 
民

ネ
朝
日
町
消
防
団
長
表
彰

第
・
分
間

百
H

．．
 
ー小’
H
川

A
5

・，3
4
11

市
．一．
1

勺
刊

百，『可、
I
H
h

再
吋
・’
A

J

U

守－生
川朝
刊

制
服
川
悦
山
山

説

付

均

小
川

町。

ZB
i
 

l
 

i
－
 

－
 

3
・1
F円．

司！
l
r
，rド・

汗
’

’’
卜l

↑
ヘ
説
縄
正

－， 

＊
消
防
団
長
協
力
者
表
彰
状

越
、
小
吏
鮒
人
消
防
隊

立
川
婦
人
尚
山
隊

羽
人
附
人
消
防
隊

＊
町
長
永
年
勤
続

退
団
者
感
謝
状

元
第
一一一
分
凶

元
第
四
分
国

語川
第
四
分
間

元
第
五
分
団

4

ザ
ル
第
五
分
間

元
第
六
分
団

a

万
第
六
分
川

分
団
長

庇
H
民

団
員

団
白

団
員

分
団
長

問
長

谷
口
先
治

釘
口
隆
義

行
口

明

竹
内
正
則

山

田

嗣

氷
山
岡
隆
二

水
鳥
文
男

4』

z::t 

社
等

「ー」「

をに
や勤
めめ
すこ すこ
らら

年
金
手
続
を

忘
れ
ず
に
”

ー
か
山
制
院
は
、
良
い
期
間
加
入
し
て
い

ぷ
け
れ
ば
必
附
1
金
を
交
げ
る
m
u
w
V
が
つ

き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
間
必

r
し
も
．
つ
の

年
金
制
院
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

会
社
則
め
を
や
山
て
一
的
克
を
ば
じ
め
る

と
か
、
’z
J

沼
市V
か
ら
会
社
畑
山
に
転
判
明
す

る
と
か
そ
の
っ
と
、
加
人
す
る
作
八
市
川
州
市
1

・vu
a
わ
り
ま
J
d
c

平
生
保
全
や
船
員
年
金
、
共
済
年
金
な

－エ
川
、
動
い
heZ
一で
手
続
き
を
し
て
く
れ
ま

す
が
、
区
民
作
金
の
出場
合
は
、
本
人
が
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
人
が
加
入

・
脱
退
の
手

続
ぞ
し
な
い
と
、
将
栄
作
金
が
受
け
ら
れ

な
い
事
が
お
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
か

ら
、
日
中
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
月
日
日
は

福
祉
年
金
の

支
払
日
で
す

rH
H

N
－H
か
ら
、
m
M
祉
作
金
の
支
弘
い

が
始
ま
り
ま
す
。

ね

F
も
と
に
、
お
符
ち
の
国
民
保
全
誠

九
に
、
立
払
川
ロ
パ
と
は
っ
て
い
る
分
に

つ
い
て
は
、
ー
カ
川
M
M
め
二
今
月
の
け
川

か
ら
受
け
と
れ
ま
す
ο

文
払
川
（
受
取
パ
～
た
お
川
迎
い
の
な

い
よ
う
に
・
：
・：。

な
お
、
仏
A
W．
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ

と
は
、
地
．K
M凶
作
余
安
付
か
町
間
民
年

合
係
（
雪
3

1

1
0
0
内
線
泊
d

ま
た

は、

川
市
山
社
会
似
険
引
初
日
川
（
雪
0
7
6

3

列

’1
4
2
4
）
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

(3) 
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愛
場
由
男
さ
ん

二
年
連
続
農
林
水
産
大
臣
賞

｜
｜
県
資
産
共
進
会
’
i

~ 2 9 1号ひ

富
山
県
、
県
経
済
連
主
前
の
第
円
回
農

体
水
宣
伝
参
加
富
山
県
造
住
共
進
会
（
種

似
の
部）

が
川
月
口
日
高
岡
市
で
行
な
わ

れ、

以
下’
A
地
の
参
加
叩
頭
の
優
良
種
豚

の
な
か
か
ら
、
細
野
の
愛
国
初
白
男
さ
ん
の

腫
収
が

2
年
連
続
優
等
質
の
栄
に
郷
き
、

農
林
水
陀
穴
院
貨
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

定
場
さ
ん
は
、
凶
作
前
か
ら
仔
豚
の
生

一佐
佐
川
口
的
と
し
た
養
豚
経
蛍
を
始
め
ら
れ

、
そ
の
削
益
授
術
に
お
い
て
は
県
ド
の
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
り、

今
ま
で
も
愛
濁
さ

ん
の
生
’配
さ
れ
た
豚
が
全
国
科
地
の
共
進

会
で
優
秀
な
成
縮
小』
収
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
火
会
で
2
年
連
続
優
等
賞
は
そ
の
優

禿
性
ぞ
さ
ら
に
高
め
る
も
の
と
し
て
称
賛

さ
れ
ま
す
。

税
務
課
か
ら

飲
食
し
た
と
き
は

公
給
領
収
書
を

も
ら
い
ま
し
ょ
う

〈V
料
金
の
明
細
が
わ
か
り
、
納
得
の
い
く

勘
定
が
で
き
ま
す
ο

。
支
払
わ
れ
た
税
金
が
間
違
い
な
く
納
め

ら
れ
ま
す
。

O
総
理
飲
食
等
消
費
税
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

か
か
り
ま
す
。

・
糾
盟
店
、

バ
1
、
キ
ャ
バ
レ

ー

飲
食
し
た
料
金
の
叩

%

さ

小
沢
孝
宏
さ
ん
肉
用
牛
部
門
で
優
等
賞

あ

(10月8日）

報ー広昭和32牢 8月 8日
鰐 3..便働留可

新川地区畜産共進会

家
者
の
改
良
噌
殖
と
飼
鋒

筏
術
の
向
上
や
資
質
の
高
い

訟
国
政
物
の
流
泌
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
に
、
第
日
回
新
川

地
一隊法国
産
共
進
会
が
旧
月
8

日
魚
津
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
共
進
会
に
は
魚
津
以

東
の
二
市
三
町
の
丹
精
を
と

め
た
家
音
部
顕
が
診
加
し
、

乳
用
牛
、
肉
用
牛
、
豚
の
三

部
門
に
分
け
て
審
査
さ
れ
た

結
果
、
肉
用
伴

（
肉
川
乳
牛

）
部
門
で
山
王
の
小
沢
孝
宏

さ
ん
が
見
事
に
優
等
質
の
栄

に
締
き
ま
し
た
。

判
U
町
関
係
の
お
も
な
入

賞
替
は
次
の
と
お
り
で
す
。

乳
用
牛
の
部

二
等
賞

近
藤

勇
経
（
長

肉
用
牛
（
和
牛
）
の
部

一
等
賞

二
等
賞

水
野
甚
之
輔
〈
山
崎
新
）

水
野
甚
之
輔

〈
山
崎
新
〉

小
沢
孝
宏
（
山

王
）

肉
用
化
e

（乳
牛
〉
の
部

優
等
賞

小

沢

一
等
賞

秋
山

二
等

賞

水

野

。

殿
村

孝
宏
（
山

時
嗣
（
花

忠
之
（
山

満
（
南

豚
（
経
産
豚
）
の
部

二
等
賞

度
場

由
男

〈細

豚
（
土
木
経
産
豚
〉
の
部

等
賞

等
賞

霊
場
ん彩
太
郎
（
細

壁
騎
エ

ミ
子
（
細

（写
真
は
肉
用
牛
の
審
査
風
祭
）

野

－
旅
館

。一

人
の
宿
泊
料
金
が
4
千
円
を
と

え
た
と
き
は、

2
千
円
を
引
い
た

残
り
の
額
の
叩
%

。
一
人
一

回
の
飲
食
、
休
憩
等
の
料

金
が
2
千
円
を
ζ
え
た
と
き
は
、

そ
の
料
金
の
叩
%
、
た
だ
し
サ
ー

ビ
ス
の
伴
う
渇
合
は
、

そ
の
す
べ

て
の
料
金
に
税
が
か
か
り
ま
す
0

・
飲
食
店

（
す
し
店
、
ス
ナ
ッ
ク
、
大

衆
沼
易
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
）
出
前

仕
出
し

一
人
一
回
の
斜
金
が
2
千
円
を
こ

え
た
と
き
は
そ
の
料
金
の
叩
%

O
知
事
の
京
認
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
私

製
領
収
証
を
公
給
領
収
証
に
代
え
て
お

渡
し
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一

八

今

月

の

税

金

V

一……

①
臼
附
大
工
コ
l
ス

一

k
q
h
e
s
t
、
E
E
J

一
…

0
日
時
日
月
日
日
（
日
）

一

水

利

地

益

税

（

全

期

）

一

一

E
E
t
Eは
～

再

三

月

ト

ノ

一

…

…

午

前

9
時

t
午
後
4
時

一

固
定
資
産
税

（

第

三

期

分

〉

一

一

a
E
E
E
a
R
h
t
、
耳
三
月

T
J

一……

0
内
容
家
庭
用
花
台
つ
く
り

一
国
民
健
康
保
険
税

〈第
一
－
一
期
分
）

一

一
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
一
…
…
①
服
闘
コ
l
ス

「
I
ll
i
t－
－

－

I
l
li
－

－

－

L
……

0
日
時
日
月
目
白
（
土
）

ロ
月
1
日
（
土）

1
広
報
あ
さ
ひ
縮
少
版
の

J
…

…

午

後

1
時
初
分
i
4時

一

一
日…

0
内

容

年

賀
状
の
版
画
つ
く
り

「
注
文
は
す
み
ま
し
た
か
し

…

…

（

彫

刻
刀
持参〉

…
…
珂
コ
l
ス
と
も

広
報
あ
さ
ひ
の
紡
小
版
の
注
文
を
受
け
…
…

O
場
所
県
立
黒
部
高
等
授
能
学
校

つ
け
て
い
ま
す
。
乙
の
縮
小
版
は
1
号
か
…
…

0
対

象

年

齢
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん

ら
別
号
ま
で
を
収
録
し
、
規
絡
は
、
現
在

……

0
人
員

日
曜

大

工

加

名

の
約
%
程
度
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

…

…

版

画

初

名

……

0
受
講

料

無

斜

申
し
込
み
は
、
町
内
会
ご
と
の
回
覧
日

……

0
申
込

実
施
の
2
日
前
ま
で
に
製
部
高

か、

直
接
篭
話
で
役
場
へ
申
し
込
ん
で
く

……

等
技
能
学
校
（
雪
0
7
6
51

臼
H
0
2
5
1〉
へ

(4) 

A
行

事

案

内

V

（け
月
）

11 
日

町
民
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
大
会

午
前
川
時

t
総
合
体
育
館

五
箇
圧
青
年
団
文
化
祭

18 
日

25 
日

午
前
9
時
J
五
箇
圧
小
学
校

朝
日
町
青
年
議
会

午
前
川
時

t
役
場
滋
会
議
場

（ロ
月
）

2 
日

朝
日
町
書
同
年即日
以

午
前
9
時

t
泊
中
学
校

県
民
技
能
講
座

開

設

案

内

保 王房王野野野

だ
さ
い
。
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竹
月
却
日
〈火
）
ー
初
日
（金
）
ま
で

保
育
所
入
所
申
込
を
忘
れ
ず
に
｜一

附
和
出
品
ゆ
4
月
か
ら
お
子
さ
ん
の
保
育

所
入
所
を
希
望
さ
れ
る
万
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
巾
込
み
の
受
付
け
を
い
た
し
ま

す。

な
お
、
初
め
て
お
子
さ
ん
の
入
所
を
希

望
さ
れ
る
万
に
つ
い
て
は
岡
持
を
お
こ
な

い
ま
す
の
で
、
申
込
み
の
際
に
お
子
さ
ん

を
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

。
添
付
句
類
に
つ
い
て

給
与
所
得
者
の
湯
合
は
、
附
印刷
U
A
年
分

給
与
所
得
の
源
段
徴
収
以
を
昭
和
出
作
2

月
5
日
ま
で
に
似
出
願
い
ま
す
。

ま
た
、
給
与
所

M
者
以
外

の
刀
、
た
と
え
ば
自
家
芭
業

内
戦
、
パ
ー
ト
勤
め
等
を
芯

ぢ
れ
て
い
る
紛
A
け
に
は
、
川
ん

山川
扶
養
あ
る
い
は
胞
用
主
の

川
明
轡
が
必
要
と
た
り
ま
す

の
で
申
込
み
と
同
時
に
舵
川

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

川
月
初
日
か
ら

け
月
犯
日
ま
で

’II 2 9 I’ 

受
付
刷
場
所

m以

wwり
の
作
保
育
所

申
込
刈
紙
は
符
保
符
所
に
ご
ざ
い
ま
す
。
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園
駅

J

圃咽
m

O
保
育
所
に
お
あ
ず
か
り
す

る
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は

附
和
白
年
4
月
l
円
現
在

満
2
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

O
保
育
所
に
お
子
さ
ん
を
お

あ
ず
か
り
す
る
怨
酷
は

そ
の
家
庭
が
次
の
い
ず
れ

か
の
事
情
に
あ
る
場
合
で

す。
①
お
母
さ
ん
が
昼
間
家
庭

の
外
で
仕
事
を
し
て
い
て
、

そ
の
子
ど
も
の
保
育
が
で
き

な
い
腸
合
。

①
お
母
さ
ん
が
展
開
後
出

保
育
者
で
あ
る
保
母
相
互
の
理
解
を
深

附
1
1

め
合
い
な
が
ら
、
保
育
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
仰

一

問
題
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
討
議
を
交
え
竺

朝

日

町

青

年

祭

こ
れ
か
ら
の
保
育
の
よ
り
一
層
の
向
上
を
仰
一

図
る
と
と
を
目
的
と
し
た
ら
集
会
二
－
ー
ー
！

泊

中

学

校

ー

ー

は
、
県
下
全
市
町
村
の
保
母
代
表
別
余
o
h

仰仰

ζ

れ
は
朝
日
町
に
住
む
若
者
が
一
設
に

，
が
診
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
、
日
制

’
’

酬
集
い
芸
能
、
意
見
発
表
等
を
通
し
て
友
好

咽
『

頃
の
保
育
の
成
巣
に
つ
い
て
理
ゅ

同

仰

と
税
睦
を
深
め
背
年
自
ら
の
自
覚
と
村
楽

園
「

ω併
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
保

守

．，
J

糊
へ
の
一
剛
山
の
第
力
待
問
起
さ
せ
る
場
と
l

司
［
白

書
月
風
祭
を
公
開
し
、
こ
れ
を
受
制

陸
、
じ

棚
て
災
施
す
る
も
の
で
す
。

’

A

け
て
の
年
附
別
組
に
よ
る
分
割
榊

園

町

陣

伽

乙

の

数

年

来

文

化

祭

等

の

似

し

物

f
V

1
3E盟
会
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
’

r
h
J品

開
行
う
佼
ド
が
ふ
え
て
お
り
ま
す
の
こ
れ
も

．．
 判
一
意
見
の
交
炭
、
活
発
な
討
離
が
附

圃
咽
！
ド

3

一
つ
に
は
地
域
の
中
に
あ
っ
て
ζ

そ
の
山

園
周
勾
回

展

開

さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
開

圃
明
ヘ
島

田

例

年

間

の

姿
勢
が
除
々
に
発
附
さ
れ
て
き
‘

・
F
吊
d
は、

静
岡
県
常
築
学
闘
桶
高
等
脚

44s
a

仰
い
る
も
の
で
あ
り
e

、
そ
ん
な
山
中
で
そ
の
悠

帽
8
幽

学

校

教
諭
・
治
会
英
男
氏
を
迎
制

h

－w’M
司

制

大

成

と

も

い

え

る

肖

作

知

の

な

義

は

、

？

圃
・

え
h
q

乙
ど
も
の
創
造
伎
を
の
ま
柿

ヨ田

l
仰
す
ま
V
製
倣
な
社
会
に
な
り
つ
つ
あ
る

m

l

す
工
夫
。
に
つ
い
て
の
講
演
を
ゆ

仰
代
に
お
い
て
た
い
へ
ん
ト〈
き
収
む
の
で
は

，

2
誕

う
け
て
、
保
前
者
と
し
て
の
あ
物

司’
b

仰
な
い
か
と
似
わ
れ
ま
す
0

7

・a
’

M
る
べ
き
伎
の
認
臓
を
江
い
に
深
制

間
ソ
月
色

仰
目
凶
の
静
作
間
の
活
仰
を
則
解
さ
れ
る

E
’
E
‘．

め
合
い
な
が
ら
、
乙
の
集
会
の

ゆ

－－E・

仰
よ
う
と
栄
一
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

．．．．
 

曹

併

を

閉

じ

ま

し

た

。

州

場

合

。

…

朝

日

町

青

年

議

会

本

会

議

O
保

育

時

間

に

つ

い

て

…

問

第
時
四
朗
円
町
青
年
議
会
本
会
議
が
来

平
日
は

似
る
、
け
丹
お
日
〔
日
）
午
前
川
時
に
閉
山
肝

午
前
7
時
初
分
J
午
後
4
時

仰
ぎ
れ
ま
す
。

土
附
日
は

例
青
年
聞
の
社
会
活
動
の
一
端
と
し
て
、

午
前
7
時
初
分

t
午
後
口
時
羽
分
骨

榊
町
政
や
議
会
ル
ー
ル
に
無
関
心
に
な
り
が

保
有
料
は
国
（
厚
生
省
）
の
決
定
し
た
…
ち
な
地
戚
諮
問
年
の
実
践
的
、
政
治
学
割引の

基
準
に
し
た
が
っ
て
、
お
子
さ
ん
を
扶
養
仇
湯
と
し
て
、
地
方
自
治
学
問
と
さ
ら
に
は

し
て
い
る
家
庭
の
納
税
状
況
に
応
じ
て
決
仰
育
作
の
声
を
町
放
に
反
映
さ
せ
る
た
め
7

定
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す。

月
お
日
の
組
織
議
会
以
後
、
約
5
か
月
間

に
わ
た
り
、
議
長
大
沢
清
彦
行
会
中
心
と

詳
し
く
は
、

愚
容
り
の
保
育
所
ま
た
は
し
て
、
町
政
学
習
会
ぞ
積
極
的
に
展
開
し

住
民
宿
靴
課
保
育
所
係
（
舎
3
H
1
1
0

て
き
ま
し
た
。

0
内
線
臼
〉
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
多
数
の
傍
聴
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「 富山県公開保育研究集会一｜

一一一－ 町立泊南部保育所で 一一一l

富
山
県
公
開
保
育
研
究
個
別

会
は
、
山
月
間
“
〈
木
〉
、

午
前
9
時
か
ら
町
立
的
南
部

保
内
所
に
お
い
て
、
富
山
県

保
母
の
会
、
朝
日
町
保
母
会

の
共
催
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

で
子
ど
も
と
厳
れ
臼
常
の
家
事
以
外
の
竹

堺
を
し
て
い
て
、
そ
の
子
ど
も
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合
。

①
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
り
、
行
万

不
明
の
家
峰
状
剖
に
あ
る
川
場
合
。

＠
お
低
さ
ん
が
病
気
や
お
産
前
後
で
あ

っ
た
り
、
あ
る
い
は
身
体
陣
容
者
で
、
そ

の
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

①
お
付
さ
ん
が
長
期
の
病
人
や
身
障
者

の
宥
病
を
す
る
た
め
、
そ
の
子
ど
も
の
保

育
が
で
き
な
い
溺
合
。

＠
火
災
や
風
水
害
、
地
口
な
ど
で
、
そ

の
似
旧
ま
で
の
問
、
そ
の
子
ど
も
の
保
育

が
で
き
な
い
錫
合
。

①
特
例
で
県
知
事
が
入
所
を
承
認
し
た

12 
月
2 
日
午
月IJ

9 
時

(5) 
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お

品

目

町
で
は
主
要
食
料
品
の
価
絡
調
葺
を
行
っ
て
い
ま

ー

す
が
、
乙
の
ほ
ど
4
け
か
ら
9
月
ま
で
の

6
カ
川
問

調

：
：
：
貨

の
療
計
一
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

金
紋
に
は
高
出
品
ま
ち
ま
ち
の
小
幅
な
値
動
き
と
な
り
き
わ
め
て

安
定
し
た
維
移
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表

1
う
る
ち
米

・
食
パ
ン
・
小
麦
粉
は
値
動
き
が
な
く
安
定
し

た
倒
的
を
総
持
し
て
い
ま
す
。

た
だ
派
手
に
つ
い
て
は
M
%
値
上
り
を
示
し
て
お
り
今
後
の

漁
側
の
値
動
き
と
共
に
注
目
さ
れ
ま
す
。

表

2
ハ
ム

・
ソ
l
セ
1
・ン

・
体
乳
は
滋
ち
着
い
た
ぬ
動
き
E
T－一
以

し
て
い
ま
す
が
パ
タ
ー
に
つ
い
て
は
川
%
の
航
ト
が
り
を
示
し

て
お
り
、
山
肌
ト
が
り
の
項
目
と
し
て
大
き
な
品
目
と
い
え
ま
す

午
肉
は
添
ち
着
い
た
値
を
示
し
て
い
る
も
の
の
昨
作
来
的
叫卜

が
り
が
続
い
て
い
る
同
商
品
の
版
山
内
に
つ
い
て
は
小
閑
高
と
な

り
ま
し
た
。

表

3 

一
十
の
り
日
%
値
上
が
り
、
と
ろ
ろ
と
ん
ぶ
は
川
%
似
ド
が

り
と
海
必
食
品
の
悩
醐
さ
が
ま
ち
ま
巧
で
今
後
注
目
す
べ
き
尚

品
川
桐
目
、
ま
た
一位印刷
、
州
あ
げ
に
つ
い
て
は
平
犯
収
値
動
き
で

す
が
、
こ
ん
に
ゃ
く
に
つ
い
て
は
M
M
W
倣
上
り
と

な
っ
て
い

ま
す
。

表

4

み
そ
M
od
、
さ
と
う
M
M
は
似
下
が
り
を
凡
せ
て
い
ま
す

が
、
食
用
制

M
%
、
し
よ
う
州
M
%．の
値
上
が
り
が
日
に
つ
き

ま
す
。せ

ん
茶

・
灯
火
小
は
制
動
き
が
あ
る
も
の
の
比
較
的
安
定
し
て

い
ま
す
υ

な
お
ζ

の
表
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
大
ぎ
た
問
闘
に
な
っ

て
い
る
灯
仙
・
ガ
ソ
リ
ン

・
峰
・山
な
ど
の
有
油
製
川
叫
が
大
き
な

悩
上
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
－
昨
年
以
来
航
ト

り
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
一

川

の
O
P
E
C
の
原
油
輸
出
制
絡
の
引
き
上
げ
や
、
円
高
の
影
容

の
沿
道
で
航
上
り
し
た
も
の
で
、
今
後
石
油
製
品
の
動
向
と
ζ

れ
を
級
会
に
「
資
献
は
何
限
」
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
再
認

孤
し

h
q

石
州
な
ど
の
ヱ
ネ
山ペキ
1
の
大
切
さ
h
q

を
改
め
て
考
え

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

3 表2 表

I k~I 

表

もち米

550 

500 

450 

牛肉中 l0＇’N

パタ－ C2iY 

11-d うるち米400 

350 

300 1旬、
干のリ中 IOt~
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＼ 一 一
砂糖 ~ 1 k.'l 

ソース並 :lGOml

250 
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『『／’一一一

ハム上級 1別 i
200 

小麦粉

150 

茶 JOゃゑI
油あげ

100 
1 IV 

1 I 
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1 IV 
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一
般
時
記一

も
あ
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
農
業
と
の
か

か
わ
り
を
忘
れ
る
ζ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ζ
の
日
は
、
か
つ
て
昭
和
M
年
以
前
は

新
嘗
祭
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

新
笛
祭
は、

一
説
に
よ
る
と
稲
の
収
襲

を
飼
い
、
来
年
の
豊
作
を
祈
る
惜
何
事
で
、

い
ま
も
宮
中
を
は
じ
め
各
地
の
神
社
で
乙

の
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
嘗
の
管
〈
な
め
）
は
食
べ
る
と
い
う

意
味
で
、
新
し
い
も
の
を
食
べ
る
、

つ
ま

り
「
新
般
を
食
す
る
」
儀
式
で
す。

と
い
っ
て
も
、
い
ま
は
稲
の
収
穫
が
早

く
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
日
月
幻
自
に
新

米
を
食
べ
る
と
い
う
の
は
、
生
活
実
感
と

し
て
は
ど

ン
と
き
ま
せ
ん
。

お
米
は
、
古
来
よ
り
目
本
人
の
主
食
と

し
て
、
ま
た
豊
富
な
栄
養
源
と
し
て
毎
日

の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た。

わ
た
し
た
ち
は
、
い
ま

一
度
お
米
の
よ

さ
を
見

E
し
、
国
民
み
ん
な
で
お
米
の
畳

作
を
説
い
、
お
百
姓
さ
ん
の
ど
苦
労
を
分

か
ち
あ
え
る
「
勤
労
感
謝
の
日
」
に
し
た

い
も
の
で
す
。

勤
労
感
謝
の
日

「
勤
労
を
た
っ
と
び
、
生
産
を
祝
い
、

国
民
た
が
い
に
感
謝
し
合
う
」
と
い
う
魁

旨
で
す
。

勤
労
と
い
う
錫
合
、
農
業
、
工
業
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
仕
事
、
働
き
を
さ
す
わ
け
で

す
が
、
折
か
ら
秋
の
実
り
の
シ
ー
ズ
ン
で

工事貸 345Jj円 I 
｜町営工事入 札状況 工 期 10月6日～11月15日 l 
｜ O朝日町 略的町団地工事（朝地 ；

内） I 
一一ー 10 0万円以上 一一ー｜ 工事費 l ,960万円 ！ 

0農村総合盤術毛デノレ事業 工 期 10月11日～55年3月20日 ｜ 

｜ 。農業袋詰排水17ー3号工事（姪谷地内） O~！雪筈防止流冨溝工事 （東草野地内） i l工事費 33'.:>JJ円 工事費 l.770万円 i 
工 !91 l 0月6f:j～11月30日 て 期 10月14日～55年3月20日 l

l 延長 1787n 延長 350m l 
！ 。良道20号改良工事〈小在池地内〉 O非縞助農道燃備事業 I 

｜ 工事費 440万円 。南保地区制第8号舗装工事 （南側 ｜i工期 10月俗12月5日 内） I 
延長 2967凡

工事費 160万円 I 
｜ 。痩業集落道第1.号改良T修 (11J崎新地 工 期 10月15日～10月31日 i i内） 艇 長 131飢 I 

工事費 286万円 0悶和54年度事水道越道線災害復旧（ I号 I i工期 10月6日月31日 箇所）工事〈山崎地内） ； 
延長 124m

． 工事費 694万円 I 
I 。農業集活道げ号舗裳工事 〈笹川地内） i I 工 期 10月16日～55年3月15日 I 
！ 工事費 300万円
｜ 工期 10月14日～11月30日 O朝日町立朝日中学校新築事業〈南保町 ii延長 3伽 地内） l 

o農業集結泊 7号舗装工事（山崎新地内） 。盟築主体工郁 I 
｜ 工事費 170万円 工事費 68.300万円 I 

工期 10月20日～11月30日 工 期 10月3111～5611'.3月10日 l
｜ 延長 12側 面 積 7.345.1制 i 
i O高働者生がいセンター給水胞設工事 （ 。電気設備工事 ！ 
I 棚出地内） 工事費 8.750万円 I 
l工事費 2.030万円 工 期 10月31日～56年 3：月10日 ii工期 10月6日～55吋 O目 。附房設備m I 
O泊病院屋外排水及び外潟改修工事 〈泊 工事費 ll .600万円 I L池内〉 工 期 10月31日～56年3月10日 i 

(7) 
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相談ごとご案内

凶
っ
た
と
き
は

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を

談

時第2火曜日

午前10時～午後3時
場所朝日町福祉センター

相談員川上照一 （舎3-0050)

相政ム行

日

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

A

州
政
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

小
明
日
町
の
人
権
擁
護
妥
員
の
氏
名

在
回
祐
芳
西
下
町

舎
2
1
2
1
6
4

上
附
恕
治
桜
町

智
2
1
0
1
2
7

m野
一－
一郎

幸

町

舎
2
1
1
0
3
4

8
人
権
相
談
所
開
設

ロ
月
旧
日
＠
午
後
1
時

t午
後
4
時

於
稲
川
仙
セ
ン
タ
ー

新
着
図
書
案
内

J

羽
田
町
立
中
央
図
書
館
m
J

一
般
図
書

日
本
通
貨
変
遷
凶
若

山
山
県
総
図

地
み
巡
三
国
志

A人権法律相談

日時 12月18日＠

午後 l：符～午後4時

樋 所朝日町福祉センター

相談員人縫擁護蚕員

上田憲二（雪2-0127)
花田治芳（き2-2164)
草野三郎 〈雪2-1034)

日
本
通
貨
史
料

刊

広

社

富
山
新
聞
社

ム心配ごと

時毎週火ii＆日
午前10時～午後3時

所朝日町福祉センター

（舎3-0576)

相談

日

ゆ
か
い
教
疫
の
女
性
学
篠
沢

い
ま
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に

行
い

た

い

こ

と

田

中

直

江

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
野
生
教
育

畑

正

懲

ふ
た
つ
の
文
化
の
聞
で
広
中
和
歌
子

天
中

殺

入

門

和

泉

宗

次

保
勝
会
五
十
年
の
あ
ゆ
み大

連
懇
山
保
勝
会

大
学
受
験
（
進
学
泉
市
山
を
考
え
る
〉

富
山
新
聞
社
編

彼
の

手

あ

み

主

婦

と

生
活
社

マ
フ
ラ
ー
、
帽
子
、
手
袋
の
編
め
る
本

婦
人
生
活
社

毛

糸

の

刺

繍

氾

上

総

野

模
様
あ
み
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
ト
主
婦
の
友

小

説
鏡
の
中
の
真
球

黒
幕

信
線
路
殺
人
事
件

わ
ら
の
街

七
人
心
中

虹真
夜
中
の
構
図

山
川
町
は
消
え
た

源

氏

知

太

池
波
正
太
郎

斎
藤

栄

西
村

潟
行

潜
水

一
行

原
田
康
子

西
村
京
太
郎

西

村

寿

行

〆，， 

易

ム交通事故巡回相談

①日 時第3月曜日

午前10時～午後3llJ' 
場所以部市中央公民館

①日時第3水防！日

午前10時～午後3時
場所県魚郎総合庁舎内

魚館地方県民相談室

秀
夫

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
釧
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
帯
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

んわ
｛
打
出
本
町
町
内
会
よ
り
町
内
ぐ
る
み
の
準

化
作
業
の
謝
判刊合
を
1
万
削
円

一ソ
本

町

と

く
名
さ
ん
よ
り
3
千
円

マ
消
化
明
伸
操
法
六
会
に
人
口
し
た
大
家
庄

農
協
チ
ー
ム
よ
り
aUAM2
千
円

。／
桜
町

南
茂
品川
太
郎
さ
ん
よ
り

衣
類
お
点昭

和 ’ン
54 お
年
10 
月
15 
日
現
在

お
す
こ
や
か
に

、赤
ち
ゃ
ん
誕
生

J

宮
本
町

東
三
浦

中
三
浦

弥
生
町

東
草
野

東
草
野

中
道
下

平
柳
一

桜
町

川
山

月
山

羽
人

小西 沢 閤 松 平 岡問自双汗松長和 錦
荻村田部平沢本本木 川木倉井 泉戸

正忠 E立正信倣金 霊祭：治
則 ~） ~） ー勉剛 正 夫 ー 捻吾登巧一年

長長長長 二 二長三長長長二長二長
次女到男女女女 93男男男男女女男

絵
里 他一真友 有 t.Y:正智友智 美宏
美 i阻一 成希 美 加 平 隆也宏紀文里文

越
〈
山
崎
）
真
部
進

大
家
庄

大
久
保

一
義

金

山

会

田

敏

下

野

引

仲

介

忠

行

二
女

長
女

二
男

長
女

友 弘静
実 際 香 香

(8) 

お
し
あ
わ
せ
に

0
2三
浦
町

行

川

市

つ
本

町

宮

崎

0
．於

谷
蛭

谷

O
小

在

池

山刊…
津
市

O
小

在

池

小

在

池

お

く

や

み 総

沢

長
谷
川

世

間

九

里

砂
山

h
u

花

山

九

里

味

岡
七

沢
七

沢

婚

義子間

千
英
美

似

忠

治

美
制
判子

隆

夫

正

子

門

小

一

縛

美

悦孝

死

亡
）

けは月
4
臼
か
ら
叩

日
ま
で
の
l
週
間
は

人
権
必
間
」
で
す
。

こ
れ
は
、
広
く
国

民
の
人
縫
厳
減
の
普
及
高
似
を
図
る
た
め

の
も
の
で
す
。

今
年
の
強
調
事
項
は

「
人
権
の
共
得
証
一
い
に
相
手
の
立
場
を

考
え
て
筆
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う

i

」
「
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う
」

等
で
あ

り
ま
す
。

お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
明
る

く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
よ
う
努
力
し

ま
し
ょ
う
。

も
し
、
皆
さ
ん
が
毎
H
の
生
活
の
中
で

困
っ
た
こ
と
や
悩
み
を
お
持
ち
の
場
合
は

各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
人
権
擁
護

委
員
ま
た
は
飯
寄
り
の
法
務
局
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

O
境

水

島

平

松

（

η）

O
上
積
尾
村
上
忠
蔵
（
行
）
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東
下
町
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部

た
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西
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町
篠
田
武
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〉
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桜
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美
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照
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栄

町
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留

吉

（引む

の
月

山
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家

普

作

（

引
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O
越
（
南
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）笹
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武
雄
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邸
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竹
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内
仰
徳
次
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（
花
）

O
羽

入

仙

名

幸
太
郎

〔
η
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O
坊

常

石
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義

（市）

O
大
家
庄
沢
田
仁
太
郎
戸
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O
柳

田

柳

沢

り

て

（的）

O
不
動
堂
水
井
筒
次
（
刊
）

O
金

山

知

治

秀
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）

へU
舟
川
新

岡
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信
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寸

昭

和

日

年

度

の

」

「

循
環
器
健
康
診
断
か
ら
し

ー
生
活
状
況
調
査

（
運
動

・
う
す
味
〉

i

一，、

t
運

動

；
r？
？
；；
F
Z
E
J
f
l
i
t
；
i
J

…
・
遭
勧
や
体
操
を
毎
日
し
て
い
ま
す
か

一

一
・
毎
日
健
厳
の
た
め
に
1
時
間
位
（仕
彦
も
含
め
て
）九

…

多
い
て
い
ま
す
か

…

体修努努む多妥妥若：｛詞－－~~－，川｜

29才以下髭2丞妥~~（.6.:; .

30 -.... 39才~乏2ヨ乏号Zヨtイ？~－川 23. 1 1 
40 -· 49才匿Z互妥~寸： l詰： ｝： ｜ 26.9 ！ 
50才以上~亙~~主ヒヒJ

全

年
令
階
級
別
で
は
、
「
毎
日
」
の
人
は

年
代
を
追
っ
て
荷
く
な
り
、
叩
才
以
上
で

は
印
・

9
V引
が
毎
日
迎
馴
し
て
い
る
と
符

え
て
い
ま
す
。
「
と
き
ど
き
」
は
、
逆
に

苦
い
年
代
ほ
ど
向
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「仰
け
」

、

「
と
き
ど
き
」
を
合
わ
せ
る

と
、
や
は
り
化・
代
を
追
っ
て
高
く
な
り
、

お
ふ
以
ド
の
臼
析
に
対
し
、
日
比
以
上
で

は
日

－

Rrと
な
っ
て
い
ま
す
。

｛表
l
）

ζ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
お
い
年
代
で
は

ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
出
動
が
主
で
、

し
か
も
運
動
を
す
る
人
と
し
な
い
人
は
比

一松
町
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
の
に
対
し
、

保
代
を
追
う
に
し
た
が
っ

て
、
多
く
の
人

が
、
い
わ
ゆ
ふ
他
悦
訟
と
し
て
の
運
鋤
を

心
が
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
子
依
然
さ
れ

ま
す
の

う
す
日
明

食
按
の
隊
つ
け
を
う
す
く
す
る
よ

う
に
注
凶
思
し
て
い
ま
す
か

人れ
体
で
町
山
山
、仲
間
ゆ
で
弘
、
日
仲
町
刊
日

・

7
r
、
タ
性
は
引
・
7
Vれが

「
・っ
す
昧
に

花
む
L
て
い
る
」

と
行
え
て
い
ま
す
。

作
A
W
附
紋
別
に
み
る
と
、
出
女
と
も
年

代
を
追
っ
て
「
注
意
し
て
い
る
」
が
高
く F

O
 

な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
女
性
の
万
が

各
年
代
と
も
多
く
「
注
意
し
て
い
る
」
と

答
え
て
い
ま
す
。
（
表
2
）

ま
た
、
「
血
圧
」
の
正
常
、
異
状
別
で

は
、
血
圧
の
高
い
人
は
、
刊
践
を
渦
ぎ
る

と
「
注
意
し
て
い
る
」
が
急
激
に
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
｛
表
3
〉

pm圧
が
高
い
か
ら
う
す
昧
に
‘
作
同
意
し
て

い
る
人
、
あ
る
い
は
、
う
す
昧
に
注
意
し

て
い
る
か
ら
肌
圧
が
豆
常
と
い
う
人
も
あ

る
と
忠
わ
れ
、
一
概
に
評
価
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
や
は
り
「
健
康
管
理
は
若
い
う
ち

か
ら
」
が
援
本
で
す
。

「
運
動
や
体

何
」
、
ま
た
は

「
歩
く
」
こ
と

を
「
毎
日
し
て

い
る
」
人
が
白

・
lrと
、
2

人
に
1
人
が
何
ら
か
の
運
動
を
毎
日
し
て

い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
ま
た
「
と
き
ど

き
」
と
答
え
た
人
が

m－
9
w
h
と
な
っ
て

お
り
、
回
答
者
（
4
、
4
3
6
人
）
の
刊
v
h

4
人
の
う
ち
3
人
が
何
ら
か
の
運
動
を
し

て
い
る
ζ

と
に
な
り
ま
す
。

塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
ル・

高
血
圧
に
は
、
も
と
の
病
気
が
あ
っ

て
、
そ
の
病
気
の
た
め
に
血
圧
が
上
が
る

弱
合
と
、
原
因
と
な
る
変
化
が
認
め
ら
れ

な
い
の
に
血
圧
が
高
く
な
る
相
場
合
と
が
あ

り
ま
す
。

そ
し
て
、
高
血
圧
は
、
食
事
や
ス
ト
レ

メ
な
ど
の
生
活
環
績
の
不
鎮
生
な
ど
に
よ

り
懇
他
し
や
す
く
な
り
、
長
期
間
高
血
圧

が
つ
づ
く
と
、
か
ら
だ
の
ゆ
の
い
ろ
い
ろ

な
蔵
総
に
異
常
が
起
ζ

っ
て
き
ま
す
。
動

脈
硬
化
、
心
臓
病
、
脳
寧
中
な
ど
で
す
。

そ
ζ

で
高
血
圧
を
防
ぐ
食
生
活
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
塩
分
は
、
血
管
を
刺
激

し
て、

山
圧
を
上
昇
す
る
作
用
が
あ
り
ま

す
・
次
の
ζ
と
に
注
意
し
て
経
分
を
徐
Y

に
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

L
昧
つ
け
は
全
体
的
に
う
す
味
に
（
う
す

い
昧
っ
け
に
舌
を
慣
ら
し
ま
し
ょ
う
J

1
発
育
則
の
食
事
は
符
に
う
す
味
に
。

－
食
事
は
量
よ
り
質
を
。

ι塩
味
を
殺
す
化
学
調
昧
料
は
ひ
か
え
め

に。
i
調
味
料
は
し
よ
う
油
よ
り
γ
l
ス
、
ソ

ー
ス
よ
り
ソ

ヨ
ネ
1
．ス
、
ケ
ナ
々
t

プ

を
o

t
め
ん
類
の
ス
ー
プ
は
で
き
る
だ
け
飲
ま

な
い
よ
う
に
。

1
加
工
食
品
に
合
ま
れ
る
抑
分
も
計
算
に

い
れ
ま
し
ょ
う
。

乱
み
そ
J
は
朝

一
杯
、
店
な
し
、
タ
一
杯

に。
1
ソ
け
も
の
は
一
夜
づ
け
で
、
多
川
づ
け

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

瓜
野
菜
の
調
理
は
、
鍋
物
や
汁
物
よ
り
熊

物
、
煮
物
よ
り
お
ロ
し
、
お
沿
し
よ
り

油
い
た
め
や
生
野
菜
で
。

－Am、
肉
約
箆
は
、
鍋
物
よ
り
然
物
、

熊

物
よ
り
焼
ざ
物
、
焼
き
物
よ
り
捌
い
た

め
、
揚
げ
物
、
刺
身
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。
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事業案内の12月｜みんなの保健｜
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民
の
民

// 

LfrHJ 
9:30～11 :30 
’l後
1 :oo～3:00 
Lt二前
9:30～12:00 
’l後
1 :oo～3:00 
午後
I :30～3:00 

18 モ争

行h

仰

26 f.j(l 

2 

9 

人

ノ，

品1l

健康 －｛｛.： fa'！教室

j~ 阿栄持指持

，， 

百臼ぜ~ ・ シ ソテリ

ア ・破傷風3種混合

防

予
防
祭
種

食

生

活

改

善

通知のある人
// 

；知朝苧
；事日雀
i表町 ￥
i彰婦防
：受人；z
j賞会宅
~· 1)) ~ 

十
月
三
十
日
、
富
山
県
民
会
館
で
行
わ

れ
た
第
7
四
位
康
精
進
の
た
め
の
県
民
の

つ
ど
い
で
、
健
康
を
守
る
朝
日
町
師
人
会

（
水
島
文
子
会
長
）
が
成
人
病
予
防
別
労

間
体
と
し
て
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

同
州
入
会
は
、

「
家
庭
の
内
康
づ
く
り

は
主
制
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町

農業センター

愛
の
献
血

ーヘ

協
力
者
芳
名

－

9
月
実
純
分

l

// 

境
地
区

矢
口
英
雄
、
渡
辺
秀

一

宮
組
問
地
区
新
川
一
枝
、
米
谷
一
一．H
、
悶

行
的
校
、
水
鳥
俊
縦

笹
川
地
区
小
株
千
代
美
、
竹
内
維
向

泊
一

区
玉
木
雅
人
、
野
岡
崎
、
庁
沢
弘

ぶ
、
火
山
微

泊

二

区

犬
田
寅
木
子
、
下
沢
伶
子
、
荒

川
功
、
中
島
徳
久
、
下
沢
ゆ
か
り
、
内

ぃ
山
仰
て
古
谷
元
定
、
梅
沢
角
川

泊
三
区

近
江
説
、
金
山
内

一
、
土
川
清

法
、
航
越
喜
久
美
、
草
野
界
一
郎
、
桑

原
活
火
、
沢
田
真
澄
、
富
田
秀
雄
、
平

野
山
彦

五
箇
底
地
区

山
見
官
邸
て
爾
茂
市
二
、

高
島
紙
、
酉
問
知
行
、
高
船
突
得
、
泊

分
敏
之

南
保
地
区
大
森
絡
一

、
川
上
誠
・
、
谷

口
昌
旦
、
江
剖
時
男

山
崎
地
区
本
田
正

て
花
町
司

4シ

ηノ』

1
E
n
u

と
一
体
と
な
っ
て
、
循
磁
器
検
診
や
が
ん

検
診
の
受
診
呼
び
か
け
活
動
、
地
減
の
食

生
活
改
善
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み

成
人
病
予
防
思
想
の
向
上
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
循
環
器

検
診
の
実
務
に
も
積
極
的
に
mm力
し
、
こ

れ
ら
の
努
力
が
突
っ
て
、
昭
和
臼
年
度
、

加
年
度
の
循
環
器
検
診
で
は
叩

・

6r、

制
・

3
rの
高
受
診
ネ
を
あ
げ
て
お
り
、

こ
の
た
び
の
表
彰
は
と
れ
ら
の
業
績
が
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〈
同
婦
人
会
は
、
間
和
何
年
に
結
核
予
防

婦
人
会
と
し
て
発
足
、
今
年
4
月
に
現
名

称
に
改
称
し
ま
し
た
。

）

。。
( 47 ) 負傷者） 

犬
家
底
地
区

上
杉
正
雄
、
伊
藤
斉
美
、

堂
用
順
子
、
．
h
橋
川
俊

。

（

の
す
日
）

者

η月
の
健
康
相
談

（本年累計 3:)）死

時場
問所

保
健
セ
ン
タ
ー

午
後

1
時

J
3
時

育
児
相
鮫
：
日
日

（木）

乳
・
幼
児
の
発
育

・
発
達
、
栄
養
方
法

（
離
乳
食
等
）
、

生
活
態
度
、
し
つ
け

そ
の
他
健
康
の
ζ

と

成
人
病
相
談

H
7
日

（金
）、

お
日

（火
）
故

．
高
血
圧
症
な
ど
に
お
け
る
日
常
生
活
の
湾

過
ご
し
万
、
成
人
病
の
予
防
等

－

老
人
相
綾

lw日
（
月
〉

内

日
常
生
活
の
過
ご
し
方
、
病
気
の
方
の

町

療
養
相
談
等

の

筆
箱
畿
H
叩
日

（水）

悶

肥
満
等
と
栄
養
の
と
り
方
、
結
尿
病
・

円

高
血
圧
症
等
の
食
事
療
法
等

数件


